
天狗山展望台

道
内
の
お
薦
め
国
有
林

林
野
庁
で
は
、
み
な
さ
ま
に
森
林

に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
国

有
林
の
中
に
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
森
」
を
設
定
し
、
そ
の
中
か
ら
特

に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
森
を
「
日

本
美
し
の
森
お
薦
め
国
有
林
」
と
し

て
全
国
に
93
箇
所
選
定
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
森
林
管
理
局
管
内
に
は
、

20
箇
所
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。上川浮島風景林

登別地獄谷

雲突岩

『
上
川
浮
島
風
景
林
』

永
年
に
わ
た
り
、
枯
れ
た
植
物
が
腐
る
こ
と
な
く

厚
い
泥
炭
層
と
な
っ
て
、
川
の
水
を
せ
き
止
め
形
成

さ
れ
た
湿
原
で
す
。
約
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
湿
原
内
に

点
在
す
る
大
小
70
あ
ま
り
の
沼
に
は
、
地
名
の
由
来

と
な
っ
た
「
浮
島
」
が
風
に
吹
か
れ
て
水
面
を
漂
う

姿
が
美
し
い
自
然
と
特
異
な
景
観
を
容
易
に
観
察
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

『
鹿
の
子
沢
風
景
林
』

春
の
新
緑
、
秋
の
紅
葉
時
期
の
み
な
ら
ず
、
頂
上

の
展
望
台
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ
を
求
め
多
く
の
人
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

展
望
台
ま
で
往
復
90
分
の
遊
歩
道
に
は
、
季
節
に

よ
り
様
々
に
変
化
す
る
虹
の
滝
、
岩
肌
を
細
い
糸
の

よ
う
に
流
れ
落
ち
る
糸
引
き
滝
、
岩
で
作
ら
れ
た
屏

風
の
よ
う
な
屏
風
岩
、
巨
岩
が
重
な
っ
た
空
間
の
中

に
人
が
入
れ
る
忍
び
岩
、
天
を
突
く
よ
う
に
そ
そ
り

立
つ
雲
突
岩
（
く
も
つ
き
い
わ
）
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
景
観
と
小
川
の
流
れ
る
森
林
が
醸
し
出
す
景

観
は
絶
景
で
す
。

『
登
別
温
泉
風
景
林
』

天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
「
登
別
原
始
林
」
に
は
数
多

く
の
樹
木
や
草
本
類
が
自
生
し
て

お
り
、
「
登
別
温
泉
」
は
、
ご
存

知
の
通
り
豊
富
な
自
然
湧
出
量
と

泉
質
を
誇
り
、
訪
れ
る
人
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

爆
裂
火
口
の
跡
で
あ
る
「
地
獄

谷
」
や
「
大
湯
沼
」
か
ら
も
く
も

く
上
が
る
湯
気
は
ま
さ
に
地
獄
を

見
る
よ
う
で
、
背
景
の
原
生
的
な

風
景
林
が
そ
の
光
景
を
際
立
た
せ

て
い
ま
す
。



早朝の然別湖③

白金野営場⑪

インクラの滝

三段の滝

『
嵐
山
・
神
居
自
然
休
養
林
』

嵐
山
・
神
居
古
潭
地
区
は
丘
陵
地

で
、
嵐
山
公
園
や
北
邦
野
草
園
等
で

は
、
気
軽
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
自
然
探

勝
等
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
嵐
山

展
望
台
か
ら
は
、
雄
大
な
大
雪
山
、

石
狩
川
や
旭
川
市
街
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
「
嵐
山
と
嵐
山
か
ら
の
眺

望
」
は
、
旭
川
八
景
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

神
居
古
潭
峡
谷
は
、
行
き
交
う
船

が
よ
く
転
覆
し
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
が

「
魔
神
の
仕
業
」
と
恐
れ
た
と
い
う

伝
説
が
あ
り
、
川
岸
に
は
川
の
浸
食

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
「
神
居
古
潭
お

う
穴
群
」
が
み
ら
れ
、
自
然
探
勝
、

遺
跡
・
伝
説
の
探
究
な
ど
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

神居古潭峡谷

『
イ
ン
ク
ラ
の
滝
風
景
林
』

樽
前
山
の
過
去
の
噴
火
で
積
も
っ
た
厚
い
火
山
灰
の
地
層
を
、

長
い
時
間
を
か
け
て
通
り
抜
け
て
き
た
伏
流
水
は
、
高
さ
44
メ
ー

ト
ル
、
幅
10
メ
ー
ト
ル
の
水
量
豊
富
な
滝
と
な
り
、
日
本
の
滝
１

０
０
選
に
も
選
ば
れ
た
名
瀑
と
な
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
の
崖
や
渓

谷
と
森
林
の
様
相
と
が
相
ま
っ
て
、
四
季
折
々
の
色
彩
を
映
し
出

し
て
い
ま
す
。

近
隣
に
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
復
興
等
を
目
的
と
し
た
施
設
の

「
ウ
ポ
ポ
イ
（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

『
え
に
わ
湖
自
然
の
森
自
然
観
察
教
育
林
』

人
造
湖
で
あ
る
え
に
わ
湖
を
中
心
に
、
上
流
に
は
恵
庭
渓
谷
、

南
側
に
は
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
動
植
物
の
観
察
が
楽
し
め
る

「
緑
の
ふ
る
さ
と
森
林
公
園
」
、
下
流
に
は
春
の
花
見
、
秋
の
紅

葉
で
来
園
者
を
魅
了
す
る
「
桜
公
園
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
恵
庭
渓
谷
に
は
、
写
真
の
「
三
段
の
滝
」
の
ほ
か
に
、

高
さ
15
メ
ー
ト
ル
、
幅
18
メ
ー
ト
ル
で
真
っ
白
な
扇
を
広
げ
た
よ

う
な
優
美
な
「
白
扇
の
滝
」
、
大
木
の
間
か
ら
雄
々
し
い
姿
で
流

れ
落
ち
る
「
ラ
ル
マ
ナ
イ
の
滝
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な

滝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』

お
勧
め
国
有
林
が
あ
る

現
地
の
観
光
案
内
所
等
で

は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
（
英
語

版
も
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
）

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
右

ペ
ー
ジ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
記
載
さ
れ
て
い
る
管
轄

の
森
林
管
理
署
で
も
入
手

で
き
ま
す
。

ここでご紹介したものも含め、
日本美しの森お勧め国有林につ
いての詳細は、以下の林野庁
ウェブサイトを御覧下さい。

(http://www.rinya.m
aff.go.jp/j/kokuyu_ri
nya/kokumin_mori/k
atuyo/reku/rekumori
/)


